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xの方程式　 1
x¡ 1 = a(x¡ 2)　の実数解の個数を定

数 aの値で分類せよ。

　

R　 T.T.君のレポートより

[a] 　 a = 0 のときは，方程式 1
x¡ 1 = 0 は解をもた

ない。

すなわち，a= 0のときは，実数解の個数は 0個である。

[b] 　 a Ë 0のとき，与方程式は，

　 (x¡ 1)(x¡ 2) = 1
a と変形できる。

これより，

　 Vy = (x¡ 1)(x¡ 2) Ý 1⃝

y = 1
a Ý 2⃝

として，放物線 1⃝と直線 y = 1
a との共有点の個数を調

べる。

1⃝のグラフは次のようになる。
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図より，
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すなわち，¡4 < a < 0のとき，0個

’　 1
a = ¡

1
4

すなわち，a = ¡4のとき，1個

“　 1
a > ¡

1
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すなわち，a < ¡4，0 < aのとき，2個

以上，[a]，[b] より，

　　 a < ¡4，0 < aのとき，2個

　　 a = ¡4のとき，1個

　　¡4 < a · 0のとき，0個

q 　放物線 y = (x¡ 1)(x¡ 2) は描きやすいので，定数 1
a

を分離するのは自然である。a = 0 のときの扱いもきちんとして

いる。“では， 1a = 0となることがないから x軸上が除かれ

ていることと元の方程式との関連に触れなくてよいか。

R　M.T.君のレポートより

条件より，a = 1
(x¡ 1)(x¡ 2)

ここで，

　 Vy = a Ý 1⃝

y = 1
x2 ¡ 3x+ 2

Ý 2⃝

とおく。

2⃝より，y0 = ¡(2x¡ 3)
(x2 ¡ 3x+ 2)2

これより，増減表は次の通り。
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よって， 2⃝のグラフは次のようになる。

1
2

¡4

1 2

3
2
3
2

¡4

x

y

O

図より，

　¡4 < a · 0のとき，0個

　 a= ¡4のとき，1個

　 a < ¡4，0 < aのとき，2個

q　定数 aを分離して，グラフの共有点の問題に持ち込んだの

だが，数cに入ったばかりの段階で分数関数の微分はまだ学習し

ていない。定義に従って微分したという。x = 1 の前後，x = 2

の前後， x が十分大きいときのグラフの状態は細かくは調べて

いないがよい感覚である。


